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うさぎのステップ 

 過ごしやすい季節となり、子どもたちも思い切り外遊びを楽しんでいます。 

日々の寒暖差もあり、体調を崩す子も多かった一か月でした。気候に合わせて衣服 

を調節できるよう、着替えを多めに用意していただけるとありがたいです。 

 

４月のりす組 

 生活の流れが分かるようになってきて、保育教諭が声かけをする前に、「お椅子 

出す？」「シール貼って牛乳飲もう！」と次の活動を自分で考える姿が増えました。 

中には「○○ちゃん、お外行くからお片付けしよー」と保育教諭のようにお友だちに 

声をかけてくれる子もいて驚きます。身支度も少しずつ自分で出来ることが増え、 

パジャマに自分で着替えたり、スモックやパジャマのボタンを自分で留めたり出来る 

子もいます。困ってしまうと、「先生して～」と助けを求める姿にも成長を 

感じます。一人一人の成長に合わせた援助をしながら、身の回りのことを自分で 

出来るようにしていこうと考えています。 

 園庭の畑にミニトマトの苗を植えました。苗が生長してたくさんトマトが実ること 

を伝えましたが、まだイメージが湧かないようでした。晴れた日 

は水やりに行き、「大きくなったかな～？」と声をかけ、生長に 

期待できるようにしています。 

 １日（水）懇談開始 

１０日（金）懇談終了 

１４日（火）歯科健診 

２０日（月）身体測定 

２３日（木）内科健診 

２７日（月）２歳児参観 

３０日（木）誕生会 

★５月のうさぎ組★ 

 園庭から帰った後や給食前などに、手を洗うことが習慣付いてきました。部屋 

には蛇口が二つありますが、特に園庭遊び後は混雑してしまいます。Aちゃんは 

順番を待っていましたが、後から来た Cちゃんに順番を抜かされてしまいました。 

  Aちゃん「あ！ダメ！次Aちゃんがするの！」 

  Bくん「順番こ、やなぁ！ここやで」（手を繋いで並ぶように促す） 

  保育教諭「本当だね、Cちゃんは Aちゃんの次だよ。待っててね」 

  Aちゃん「順番こ～！」 

 Bくんはその後も Cちゃんと手を繋ぎ、一緒に順番を待っていました。「順番を 

待つ」というルールを少しずつ理解し、守ろうとしていることが分かります。 

手洗いの場面だけでなく、遊具や玩具の貸し借りなどでも、「あとで」「順番こね」 

と言いながら仲よく遊ぶ姿が増えてきました。保育教諭の 

仲立ちがあることで、順番を守る・譲ってあげることが 

少しずつ分かってくるようになり、こうしたやりとりから、 

社会性が育まれていきます。 

〇エピソード記録〇 

 ６月１日（水）から衣替えになります。 

 

〇夏用スモック 〇夏用帽子 

〇男の子：ズボン 女の子：スカート 

 

※登園後は体操半ズボンに履き替え 

ますので体操半ズボンも持って来て 

下さい。 


